
業
を
休
止
し
て
い
た
が
、
七
月
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

コ
ー
ヒ
ー
が
２
０
０
円
以
下
で
で
。
お
酒
の
弱
い
人
に
と
っ
て
は
、
末
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
サ
ー
ヵ
ス
の
て
如
年
。
流
行
に
と
ら
わ
れ
ず
、

飲
め
る
お
店
は
貴
重
で
あ
る
。
生
助
か
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
ス
タ
ン
ド
新
し
い
顔
と
な
る
べ
く
再
洲
し
変
わ
ら
ぬ
ス
タ
イ
ル
が
世
界
中
の

田
筋
に
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ブ
風
な
の
で
こ
こ
で
ビ
ー
ル
を
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ブ
と
間
愛
好
家
の
気
を
引
く
。

「
ジ
ラ
フ
」
は
、
流
行
の
昼
は
軽
く
一
杯
や
っ
て
帰
宅
…
と
い
う
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
一
色
の
オ
ー
ナ
ー
の
佐
本
淳
さ
ん
日
く
、

「
カ
フ
ェ
」
夕
方
か
ら
は
「
ビ
ア
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
人
気
。
パ
ー
テ
店
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
可
愛
が
る
と
愛
着
が
沸
き
、
ま

パ
ブ
」
そ
し
て
深
夜
に
は
シ
ッ
ク
イ
コ
ー
ス
は
ド
リ
ン
ク
・
フ
ー
ド
が
、
置
か
れ
て
い
る
の
は
数
台
。
る
で
ペ
ッ
ト
の
よ
う
」

な
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
と
い
う
一
一
一
各
１
５
０
０
円
か
ら
。
コ
ー
ヒ
ー
「
あ
く
ま
で
も
皆
さ
ん
が
楽
し
く
い
つ
も
、
丹
念
に
手
入
れ
し
て

変
化
の
お
店
。
ビ
ー
ル
は
泡
に
こ
１
８
０
円
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル
３
９
ワ
ィ
ワ
ィ
や
れ
る
店
で
す
が
、
震
い
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
だ

だ
わ
っ
て
い
る
た
め
、
ジ
ョ
ッ
キ
５
円
。
災
後
大
き
な
働
き
を
し
た
メ
デ
ィ
け
で
体
調
、
気
分
が
す
ぐ
に
わ
か

ブ
ン
生
田
筋
に
「
ジ
ラ
フ
」
オ
ー
と
い
う
「
ア
ド
リ
プ
ビ
ー
ル
」
も
一
窪

夜
は
ビ
ア
バ
ブ

は
使
わ
ず
グ
ラ
ス
で
出
て
く
る
。
回
ジ
ラ
フ
一
一
一
宮
店
ァ
に
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
も
ら
い
る
そ
う
だ
。
お
店
は
広
く
は
な
い

そ
う
す
る
と
泡
が
こ
ん
も
り
と
盛
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
．
９
．
桐
た
ど
と
店
長
の
宮
浦
仁
さ
ん
。
が
、
ベ
ス
パ
の
販
売
か
ら
修
理
は

コ
ー
ス
ト
ビ
ル
－
Ｆ
何
も
か
も
が
真
新
し
く
な
っ
た
感
、
、
》
‐
・
乳
．

擢
蟻
儒
犠
篤
嚇
淑
聯
拙
瞬
‐
”
＊
螺
鯛
職
州
洲
嘩
灘
蕊
罪
詞
》

☆
昼
は
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
リ
上
が
る
の
だ
。
ま
た
、
好
み
の

ｈ

ｌ
雲

ｈ
恩
間
隠
睡
１
１

入りやすい雰囲気でテイクアウトもできる

☆
ダ
ニ
ー
ポ
ー
イ
が
帰
っ
て
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
を

来
た
徐
々
に
整
え
、
ス
タ
ッ
フ
が
め
ざ

味
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
選
べ
る

あ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
皿
度

の
ロ
ッ
ク
か
ら
１
度
の
ラ
イ
ト
ま

中
山
手
で
長
年
親
し
ま
れ
、
心
独
自
の
ブ
レ
ン
ド
方
法
を
用
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
、
ダ
ニ
ー

す
店
に
近
づ
い
て
い
る
。

上
陸

た
パ
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ダ
ニ
ー
ポ
園
ダ
ニ
ー
ポ
ー
イ

地
よ
さ
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ポ
ー
ィ
ブ
リ
ュ
ー
（
６
５
０
円
）
。

に
こ
な
す
姿
は
微
笑
ま
し
い
。

ｌ
ィ
」
。
震
災
で
店
が
全
域
し
営
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
．
３
．
３

店内はかなりゆったりしている

場
し
た
。
ベ
ス
パ
は
今
年
誕
生
し

営
業
時
間
荊
時
〜
調
時
水
曜
不
定
休

☆
ベ
ス
パ
専
門
店
が
神
戸
に

壷
０
７
８
’
３
６
２
．
８
０
６
１

ン
グ
，
｜
が
ト
ア
・
ウ
エ
ス
ト
に
登

司
呈
咽
ｌ
Ｆ
ｒ

ベ
ス
パ
専
門
店
「
ス
ク
ー
タ
リ｢ 気軽にお越し下さい」と佐本淳さん 8６
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☆
神
戸
地
ビ
ー
ル
誕
生
！

チ
ャ
ル
ダ
神
戸
店
が
オ
ー
プ
ン

蔚
蕊
一

も
ち
ろ
ん
パ
ー
ツ
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
幅
広
い
商
品
が
揃
っ
て
い

る
。居

留
地
、
異
人
館
、
坂
道
の
ま

ち
神
戸
に
は
、
時
代
に
蝿
び
な
い

こ
の
『
頑
固
者
』
が
よ
く
似
合
う
。

■
ス
ク
ー
タ
リ
ン
グ

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
．
４
．
３

念
０
７
８
．
３
９
１
．
９
１
１
２

営
業
時
間
荊
時
〜
釦
時
無
休

叫
ば
な
い
と
話
が
出
来
な
い
大

音
響
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
お
し
ゃ
れ
だ
が
座

り
心
地
は
？
ハ
テ
ナ
の
イ
ン
テ
リ

ア
。
苦
者
に
蝋
ぴ
た
見
た
め
重
視

の
お
店
が
多
い
な
か
、
大
人
も
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
本
格
派
オ
ー

プ
ン
・
カ
フ
ェ
が
お
目
見
え
・

「
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
リ
ッ
プ

ル
」
は
、
震
災
後
や
む
な
く
同
ピ

ル
２
階
で
仮
営
業
し
て
い
た
が
、

☆
「
リ
ッ
プ
ル
」
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

i琴電捧潅：

お客さま自体もディスプレイ､ おしゃれな人が集う

こ
の
８
月
め
で
た
く
元
の
１
階
位

置
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ト
ア
・
ロ
ー
ド
に
似
合
う
も

の
を
追
及
し
た
ら
こ
う
な
っ
た
…

と
は
、
神
戸
に
生
ま
れ
育
っ
て
弘

年
の
周
オ
ー
ナ
ー
。
モ
ー
ニ
ン
グ

〜
ラ
ン
チ
〜
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
〜
デ

ィ
ナ
ー
と
、
つ
い
つ
い
長
居
し
て

し
ま
う
快
適
カ
フ
ェ
と
し
て
年
齢

を
問
わ
な
い
フ
ァ
ン
が
急
増
中
。

日
変
わ
り
ラ
ン
チ
は
デ
ミ
・
コ
ー

ヒ
ー
つ
き
８
０
０
円
、
夜
は
各
種

ワ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
仏
料
理

の
メ
ニ
ュ
ー
も
哩
笛
。

■
リ
ッ
プ
ル

ト
ア
・
口
ｌ
ド
沿
い
神
戸
マ
リ
ン
ビ
ル

ー
階
趣
０
７
８
．
３
３
１
．
２
３
４
５

営
業
時
間
平
日
９
時
〜
劉
時

土
唖
制
時
〜
型
時
日
・
祝
制
時
〜
配
時

地
ビ
ー
ル
を
味
わ
え
る
店
、
チ

ャ
ル
ダ
が
７
月
聡
Ⅱ
に
神
戸
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

チ
ャ
ル
ダ
と
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で

「
楽
し
く
飲
ん
だ
り
唄
っ
た
り
す

る
居
酒
屋
」
の
こ
と
。
物
珍
し
さ

も
手
伝
っ
て
、
う
ま
い
ビ
ー
ル
を

飲
も
う
と
連
日
カ
ッ
プ
ル
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
諸
氏
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
店
・
内
で
作
ら
れ
る
醸
造
具
合
、

熟
成
具
合
で
「
本
日
飲
め
る
ビ
ー

ル
」
が
各
種
あ
る
。
ホ
ッ
プ
の
香

リ
が
強
い
ピ
ル
ス
ナ
ー
、
フ
ル
ー

テ
ィ
な
ウ
ィ
ー
ト
、
褐
色
で
コ
ク

の
あ
る
プ
ラ
ウ
ン
エ
ー
ル
な
ど
チ

ャ
ル
ダ
で
し
か
味
わ
え
な
い
ビ
ー

i;知

ル
は
魅
力
的
。
２
０
７
席
も
あ
る

の
で
、
会
社
の
宴
会
や
パ
ー
テ
ィ

も
大
丈
夫
。
フ
ー
ド
は
天
然
明
石

蛸
の
マ
リ
ネ
（
６
９
０
円
）
チ
ャ

ル
ダ
風
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ラ

ダ
（
７
８
０
円
）
四
色
ソ
ー
セ
ー

ジ
（
８
５
０
円
）
地
ビ
ー
ル
５
０

０
円
（
Ｍ
）
８
０
０
円
（
Ｌ
）

回
地
ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
チ
ャ
ル
ダ
」

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
（
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
内
）

壷
０
７
８
．
３
３
３
．
８
６
７
７

営
業
時
間
制
時
卯
分
〜
翠
時
釦
分

（
年
中
無
休
）

壁面のイラストも楽しいチャルダの店内

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
に
か
え
っ
て

き
た
「
ハ
イ
ウ
エ
イ
」

震
災
後
、
元
町
で
営
業
し
て
い

た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」

が
８
月
８
日
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
帰

っ
て
き
た
。
谷
崎
潤
一
郎
命
名
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
も
有
名
で
、

多
く
の
文
化
人
の
フ
ァ
ン
を
持

つ
。
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）

創
業
か
ら
守
り
続
け
て
き
た
味

は
、
今
で
は
賞
重
な
存
在
。
ラ
ン

チ
な
ら
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
や
ク
リ
ー

ム
コ
ロ
ッ
ケ
が
１
０
０
０
円
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
サ
ー
ピ
ス
ラ
ン
チ
ス
テ

ー
キ
は
１
５
０
０
円
と
お
得
。
カ

ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
な
ら
３
５
０
０

円
で
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
伝
統
の
味
が

楽
し
め
る
。

■
ハ
イ
ウ
ェ
イ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
個
・
７

東
昌
ビ
ル
ー
Ｆ

Ｏ
７
８
ｏ
３
３
１
ｏ
７
６
２
２

営
業
時
間
洞
時
〜
拓
時
・
打
時
〜
到

時
月
・
第
３
火
休
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が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
．
昨

年
廻
月
に
は
「
夢
と
光
」
を
テ
ー

マ
に
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
に
よ
っ

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
躯
日
間
を
か

け
て
約
巧
万
個
の
電
球
を
使
用
。

総
延
長
７
９
０
メ
ー
ト
ル
の
大
規

模
な
ル
ミ
ナ
リ
エ
と
な
っ
た
。

●
平
成
８
年
也
月
担
日
〜
詣
日
点
灯

時
間
午
後
６
時
〜
制
時
会
場
旧

居
留
地
界
隈
お
よ
び
東
遊
園
地

☆
さ
ら
地
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〜

西
宮
の
子
ど
も
た
ち
の
展
覧

会
開
催
〜

街
中
に
で
き
て
し
ま
っ
た
空
き

地
の
使
い
道
は
さ
ま
ざ
ま
。
駐
車

場
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
全
く
述
う
建
物
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
も
。
そ
ん
な
中
で
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
躯
ま
れ
変
わ
る
の

は
、
夙
川
駅
の
近
く
で
全
壊
し
た

家
の
あ
と
地
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
、
被
災
地
か
ら
元
気
に

た
ち
あ
が
ろ
う
と
し
て
い
る
希
望

に
満
ち
た
顔
を
、
西
宮
の
小
学
生

３
０
０
人
に
拙
い
て
も
ら
い
、
展

☆
今
年
も
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」

開
催昨

年
の
哩
月
初
め
て
居
留
地
に

お
目
見
え
し
て
話
題
を
さ
ら
っ
た

「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
今
年
も
帰
っ

て
来
る
。
ｎ
日
間
で
の
べ
２
５
４

万
３
千
人
も
の
見
物
客
が
訪
れ
、

地
元
経
済
界
に
も
予
想
を
上
回
る

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
言
わ

れ
る
が
、
産
業
界
や
市
民
か
ら
の

熱
い
ラ
プ
コ
ー
ル
の
も
と
に
開
催

が
決
定
し
た
。

「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
祭
礼
・
装

飾
芸
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
誕
生
し

た
光
の
魅
力
を
駆
使
し
た
建
築
物

や
学
生
選
抜
グ
ル
ー
プ
も
出
演
。

カ
シ
オ
ペ
ア
の
経
快
な
リ
ズ
ム

に
、
大
阪
か
ら
き
た
追
っ
か
け
紳

士
も
楽
し
そ
う
に
ス
イ
ン
グ
。
小

曽
根
真
（
ピ
ア
ノ
）
と
ゲ
ィ
リ

ー
・
バ
ー
ト
ン
（
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
）

の
デ
ュ
オ
に
気
持
ち
を
洗
わ
れ
、

タ
イ
ガ
ー
大
越
の
宇
宙
を
感
じ
さ

せ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
酔
い
し

れ
、
ま
た
東
原
力
哉
の
豪
快
な
ド

ラ
ム
と
の
バ
ト
ル
に
会
場
が
沸
き

立
っ
た
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ザ

昨年はスケールの大きさで神戸っ子を蔵かせた

大醗災の舗魂曲を吹< ﾀ ｲ ガｰ 大越氏

☆
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
ジ
ャ

ズ
の
響
き

第
２
回
神
戸
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス

ジ
ャ
ズ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
２
回
神

一
戸
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
８
月
４
Ｈ
、
神
戸
国

際
会
館
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ

で
僻
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー

ク
リ
ー
音
楽
大
学
の
卒
業
生
で
ス

タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
タ
イ

ガ
ー
大
越
さ
ん
、
小
曽
根
真
さ
ん

も
参
加
。
ま
た
同
大
学
の
教
授
仲

ラ
リ
ー
・
モ
ン
ロ
ー
、
ジ
ム
・
ケ

リ
ー
、
ボ
ブ
・
タ
マ
グ
ニ
ー
各
氏

★
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
壷
） １

８８

１

１
転
園
し
て
い
っ
た
人
た
ち

Ｋ
子
ざ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
開
圃
当

時
か
ら
の
古
顔
で
す
。
二
十
年
も
の
長

い
Ⅲ
本
当
に
ご
苦
労
様
と
、
言
っ
て
あ

げ
た
い
で
す
。
Ｋ
子
さ
ん
は
、
母
親
と

二
人
暮
ら
し
で
し
た
が
、
頼
り
に
し
て

い
た
母
親
も
嵩
齢
の
た
め
亡
く
な
り
、

そ
の
後
、
甥
夫
婦
に
ひ
き
と
ら
れ
、
若

い
お
母
き
ん
と
お
父
さ
ん
が
で
き
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
は
物
珍
し
さ
も
あ
り
、

大
喜
び
で
、
毎
日
の
よ
う
に
、
お
母
さ

ん
や
お
父
き
ん
の
話
、
昨
日
は
「
何
を

食
べ
た
」
と
か
、
得
愈
に
な
っ
て
話
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
五
十
も
過
ぎ
、
少

し
づ
つ
若
い
人
と
の
考
え
の
ず
れ
、
彼

女
の
ひ
が
み
、
ま
た
心
臓
が
丈
夫
で
な

い
他
康
上
の
問
題
な
ど
Ｋ
子
ぎ
ん
の
将

来
の
邪
を
考
え
て
、
や
む
を
得
ず
入
所

施
設
に
転
剛
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
剛
を
訪
れ
た
彼
女
は
盤

を
短
く
カ
ッ
ト
し
て
見
違
え
る
よ
う
に

若
く
な
り
、
前
よ
り
も
ハ
ッ
ラ
ッ
戸
」

姉
や
い
て
見
え
ま
し
た
。
「
今
の
仲
間

と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」
そ
れ

が
感
じ
ら
れ
て
、
本
当
に
蛸
し
い
・
あ

と
一
年
し
た
ら
．
あ
な
た
も
還
暦
。
１

４
５
セ
ン
チ
し
か
な
い
、
小
つ
ち
ゃ
な

体
。
無
理
し
な
い
で
、
う
〜
ん
と
長
生

き
し
て
ね
。
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
橘
通
四
Ｉ
ニ
ー
ニ

菊
水
模
型
ビ
ル
３
階
（
湊
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７
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一
蝋

蕊

☆
栄
光
教
会
会
堂
再
建
の
た

め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
リ
サ
イ
タ

ル
鹿
災
で
全
壊
し
た
神
戸
栄
光
教

会
の
会
堂
の
再
建
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
。
栄
光
教

会
で
は
５
月
に
会
篭
再
建
委
員
会

を
結
成
。
教
会
の
梢
神
を
再
建
す

る
「
理
念
部
」
建
物
を
再
建
す
る

「
建
築
部
」
「
募
金
部
」
と
に
分
か

覧
会
が
開
か
れ
る
。

⑨
会
期
９
月
拓
日
〜
拍
月
如
日

阪
急
「
夙
川
駅
」
下
車
南
東
へ
５
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
９
月
お
日
（
月
）
午

後
２
時
よ
り

●
お
問
い
合
わ
せ
ギ
ャ
ラ
リ
ｉ
「
小

さ
い
芽
」
西
宮
市
千
歳
町
６
．
釦
公
０

７
９
８
．
３
３
．
３
３
４
５

生命力あふれる絵がならぶドイツより一時帰国してコンサートを行う
釜洞祐子さん

れ
教
会
員
が
中
心
に
な
っ
て
活
動

を
す
す
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
で

あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の

運
営
は
「
コ
ン
サ
ー
ト
部
」
に
よ

る
も
の
。
７
月
鋤
ｎ
に
行
わ
れ
た

第
１
回
目
に
ひ
き
続
き
２
回
目
は

神
戸
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
下
釜
洞
祐

子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
後
も

コ
ン
サ
ー
ト
は
継
続
し
て
行
わ
れ

る
予
定

⑨
釜
洞
祐
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
ね
月
妬
日
（
土
）
２
如
卵
開
場

３
恥
叩
開
演
場
所
・
神
戸
朝
日
ホ
ー

ル
入
場
料
３
５
０
０
円

③
お
問
い
合
わ
せ
神
戸
栄
光
教
会
会

堂
再
建
委
員
会
壷
０
７
８
．
３
３

１
．
２
２
８
６

☆
Ａ
Ｍ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
が
須
磨
か

ら
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
へ
移
転
。

浅
野
ゆ
う
子
さ
ん
が
一
日
放

送
局
長
に

開
局
以
来
「
海
の
見
え
る
放
送

局
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
巻
た
Ａ

Ｍ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
ラ
ジ
オ
関
西
）
が
、

８
月
８
Ⅱ
８
時
８
分
、
新
社
屋
か

ら
放
送
を
開
始
し
た
。
同
社
は
阪

神
大
震
災
で
社
屋
が
全
壊
の
被
害

を
受
け
仮
社
屋
で
放
送
を
続
け
て

い
た
。
こ
の
日
は
神
戸
出
身
で
現

在
兵
庫
県
の
観
光
大
使
を
務
め
る

女
優
の
浅
野
ゆ
う
子
さ
ん
が
一
日

局
長
に
。
ま
た
関
学
出
身
の
歌
手

大
江
千
里
さ
ん
が
応
援
歌
を
持
っ

て
駆
け
つ
け
る
な
ど
多
彩
な
ゲ
ス

ー
ロ

１日局長をつとめた浅野ゆう子さんコンテナ船「エバーユニゾン」が進水

神戸新聞総合出版
センター刊
1 5 0 0円

新
社
屋
は
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
神

戸
情
報
文
化
ピ
ル
７
階
に
。
番
組

内
容
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
一
新

さ
れ
る
。

１
８９

１

８
月
加
日
、
三
菱
重
工
神
戸
造

船
所
で
、
コ
ン
テ
ナ
船
「
エ
バ
ー

ユ
ニ
ゾ
ン
」
の
進
水
式
と
造
船
所

の
見
学
を
組
み
合
わ
せ
た
小
学
生

向
け
イ
ベ
ン
ト
「
三
菱
し
ん
せ
ん

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
お
こ
な
わ

れ
た
。「

エ
バ
ー
ユ
ニ
ゾ
ン
」
は
パ
ナ

マ
運
河
を
通
行
で
き
る
船
よ
り
も

☆
小
学
生
が
進
水
式
と
造
船

所
見
学
「
三
菱
し
ん
せ
ん
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

鱗！

緬
患
饗
需
銅
露
露
坤
輯
．

同
神
戸
の
本
棚

☆
勝
つ
た
め
の
組
織
力

Ｓ
・
バ
ク
ス
タ
ー
著

鯛談社1 8 0 0 円

緊
急
時
に
は
、
個
人
も
団
体
も
そ
の

本
質
を
問
わ
れ
る
。
鯉
災
時
、
各
メ
デ

ィ
ア
は
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
、
報
遊

を
続
け
た
。
そ
の
中
で
も
須
磨
区
に
あ

り
社
屋
を
破
壊
さ
れ
な
が
ら
生
き
残
っ

た
ス
タ
ジ
オ
を
拠
点
に
Ａ
Ｍ
神
戸
は
傭

報
を
発
信
し
た
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
一
人

一
人
の
克
明
な
ル
ポ
で
あ
る
。
籾
の
瀞

組
放
送
中
に
地
鯉
に
あ
っ
た
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
、
生
き
て
い
る
の
に
死
亡
記

郡
に
名
前
の
出
て
し
ま
っ
た
内
定
学

生
・
・
・
神
戸
新
聞
と
並
ぶ
「
被
災
メ

デ
ィ
ア
」
で
あ
る
Ａ
Ｍ
神
戸
の
放
送
局

と
し
て
の
本
質
が
描
か
れ
て
い
る
。

Ｈ
本
人
迩
手
育
成
、
勝
て
る
組
織
づ

く
り
は
ど
の
人
な
し
に
語
れ
な
い
。
就

任
二
年
目
に
し
て
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
を
Ｊ
リ
ー
グ
ス
テ
ー
ジ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
導
い
た
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
パ
ク

ス
タ
ー
監
督
（
現
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

監
督
）
が
、
ｎ
本
サ
ッ
カ
ー
の
将
来
の

た
め
に
沓
き
下
ろ
し
た
一
冊
”

③
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
勝
つ
た
め
の
組
織
力
」
を
３
名
梯
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
「
月

刊
神
戸
っ
子
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
ま
で
罰

☆
「
い
の
ち
結
ん
で
」

三
条
杜
夫
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夢,騨唾迩識騨識卿罵；

大
き
な
型
。
神
戸
シ
ー
ク
イ
ー

ン
か
ら
命
名
省
に
花
束
が
お
く

ら
れ
、
大
海
原
に
進
水
す
る
と
、

小
学
生
ら
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
に
は
、
定
員
の
８
倍
も
の
応

募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
小
学

生
と
そ
の
父
兄
１
５
０
名
が
参

歌
手
の
橘
幸
夫
さ
ん
が
代
表

す
る
、
タ
レ
ン
ト
有
志
の
集
い

「
緋
の
会
」
は
阪
神
大
震
災
直
後

か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
を
続
け

て
い
る
が
、
去
る
八
月
二
十
一

日
、
被
災
地
神
戸
の
福
祉
施
設

橋
幸
夫
さ
ん
ら
の
善
意
、
被

災
地
の
子
供
た
ち
の
成
長
の

糧
に 花時計

平
間
岨
も

Ｉ
Ｊ
４
…

溌心に見入る小学生ら

I蝋

「
少
年
の
町
」
を
訪
れ
「
い
ろ
い

ろ
な
事
情
で
親
と
離
れ
て
共
同

生
活
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
、

奨
学
金
に
使
っ
て
下
さ
い
と
、

二
百
万
円
を
同
施
設
施
設
長
谷

口
剛
義
さ
ん
）
の
手
渡
し
た
。

「
緋
の
会
」
か
ら
は
代
表
の

橋
幸
夫
さ
ん
、
今
陽
子
さ
ん
、

三
田
明
さ
ん
の
三
人
が
十
二
人

の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
出
席

し
た
。
「
神
戸
少
年
の
町
」
は
幼

稚
園
児
か
ら
十
八
歳
ま
で
の
子

供
た
ち
六
十
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
橋
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
、

皆
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
の

で
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
下
さ

い
」
を
子
供
た
ち
に
暖
か
い
励

ま
し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
贈
呈

☆
失
わ
れ
た
維
帳
を
花
束
で

日
本
橋
三
越
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト

震
災
で
水
浸
し
に
な
っ
た
神

戸
市
立
博
物
館
小
ホ
ー
ル
の
網

帳
を
寄
付
し
よ
う
と
、
９
月
型

口
か
ら
３
日
間
、
華
ア
カ
デ
ミ

ー
が
中
心
に
な
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
円

加
。
組
み
立
て
工
場
や
和
田
岬

砲
台
跡
な
ど
を
興
味
深
く
見
入

っ
て
い
た
。

式
の
あ
と
「
緋
の
会
」
メ
ン
バ

ー
が
作
詞
し
た
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

冒
○
気
因
騨
畠
再
諺
詞
旦
を
子
供
た

ち
が
合
唱
し
た
。
そ
し
て
、
し

め
く
く
り
は
橘
幸
夫
の
ヒ
ッ
ト

ナ
ン
バ
ー
「
い
つ
で
も
夢
を
」

を
、
参
加
し
た
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
行
政
、
自
治
会
の
人

た
ち
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
な

っ
て
、
大
合
唱
を
し
て
「
あ
た

た
か
い
福
祉
の
心
が
ひ
と
つ
に

融
け
合
っ
て
、
素
晴
し
い
感
動

的
な
シ
ー
ン
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

谷
口
さ
ん
は
「
頂
い
た
お
金
は

子
供
た
ち
が
学
ぶ
た
め
の
費
用

に
充
て
ま
す
」
と
感
謝
を
表
し

て
い
た
。

〈
Ｙ
〉

本
橋
三
越
で
行
わ
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
未
生
流
玉
光
家
元
の

谷
村
晃
甫
に
よ
る
生
け
花
の
常

設
展
示
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
神
崎

愛
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
花
束
を
買
い
求
め
募

金
箱
に
納
金
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
個
人
で
も
法
人
で
も
協
賛

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
ま
ず

椴
帳
に
、
残
金
が
あ
れ
ば
そ
の

他
の
備
品
に
充
当
さ
れ
る
と
の

こ
と
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
華
ア
カ
デ
ミ

ー
学
院
後
援
会
東
京
都
渋
谷
区
神

宮
前
６
．
鋼
・
郵
コ
ー
プ
オ
リ
ン
ピ

ア
ア
ネ
ッ
ク
ス
皿
華
ア
カ
デ
ミ
ー

学
院
内
公
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
．
３

４
８
６
．
４
７
１
１

；

六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
「

谷村晃甫さん

☆
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
（
神
戸
情
報
文

化
ピ
ル
４
Ｆ
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
に

「
プ
ラ
ハ
国
立
歌
劇
場
管
絃
楽
団
」
の
公
演

を
、
９
月
旧
制
午
維
６
時
〜
７
時
に
棚
雌
。

神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
は
「
神
戸
の
音
楽

文
化
の
創
造
」
を
珊
念
に
音
響
効
果
を
股

重
要
視
し
た
設
計
で
残
響
可
変
装
慨
を
は

じ
め
最
新
技
術
を
駆
使
し
、
音
楽
は
も
と

よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
７
０
６
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
。
神
戸
市

中
央
区
東
川
崎
町
１
．
５
．
７

★
中
央
公
論
の
女
流
文
学
賛
を
、
野
合
高

校
出
身
の
岩
橋
正
美
さ
ん
（
弱
才
）
が
受

賛
。
（
舵
年
皮
）
漢
災
を
テ
ー
マ
に
拙
い
た

「
奄
を
な
く
し
た
、
」
が
８
月
に
中
央
公
論

よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

★
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
岡
部
伊
都
子
さ
ん
の
全

集
５
（
い
の
ち
の
根
源
を
問
う
）
が
岩
波

書
店
か
ら
発
刊
。
３
０
０
０
円

★
青
建
設
計
（
林
背
彦
さ
ん
）
が
北
野
町

に
オ
フ
ィ
ス
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
て

移
娠
さ
れ
ま
し
た
。
〒
６
５
０
神
戸
市
中

央
区
山
本
通
２
．
哩
・
６
（
新
華
マ
ン
シ

ョ
ン
１
Ｆ
｝
金
０
７
８
．
２
３
１
．
８
９

１
４

★
毎
日
放
送
の
宮
田
達
夫
さ
ん
が
、
ラ
ジ

オ
営
業
局
の
主
幹
に
。
〒
５
３
０
．
０
４

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
Ⅳ
・
１

☆
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
タ
カ
タ
宝
石
（
代
表
取

締
役
高
田
利
彦
氏
）
が
、
７
月
”
日
よ
り

神
戸
異
人
館
通
り
の
タ
カ
タ
宝
石
ピ
ル
に

本
店
を
移
転
。
「
マ
ノ
ア
ー
ル
ガ
オ
店
」
と

し
て
８
月
”
日
に
オ
ー
プ
ン
。

〒
６
５
０
中
央
区
山
本
通
り
２
．
８
．
理

神
戸
異
人
館
通
り
芯
０
７
８
．
２
２
２
．

１
５
５
５
ト
ア
ロ
ー
ド
店
は
「
フ
ォ
ル
ト

ゥ
ー
ナ
Ｇ
」
と
改
名
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

☆
岡
添
真
珠
の
岡
添
真
撫
会
長
が
８
月

ｎ
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
束
極
楽
寺
で
鋤
日

に
社
葬
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
デ
ザ
イ
ナ
Ｉ
の
丹
野
最
世
子
さ
ん
の
母

上
丹
野
君
子
さ
ん
が
７
月
６
日
に
他
界
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

１
９０
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☆
オ
ー
タ
ム
・
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ

ィ
ー
〜
星
月
夜
に
ワ
イ
ン
と
オ
ペ

ラ
と
ダ
ン
ス
を
！

如
月
５
日
（
土
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
真
珠
の
間
（
ね
階
）

午
後
５
時
半
受
付
、
６
時
開
宴

入
場
料
会
員
２
５
０
０
０
円
、
一
般
３
０
０

０
０
円
（
要
予
約
）

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
浅
井
順
子
（
関
西
二
期

会
）
と
演
奏
の
日
下
雄
介
と
モ
ダ
ン
タ
イ
ム

ス
に
よ
る
美
し
い
調
べ
と
、
司
会
の
玉
井
孝

三木麻差子さん

☆
拓
回
か
ん
し
ん
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｙ
コ
ン

サ
ー
ト

「
三
木
麻
差
子
リ
サ
イ
タ
ル
」

９
月
幻
日
（
金
）

か
ん
し
ん
ホ
ー
ル
（
関
西
西
宮
信
用
金
庫
本
店
８
階
）

午
後
７
時
開
演

入
場
料
２
０
０
０
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

地
元
の
新
進
気
鋭
お
よ
び
中
堅
の
芸
術
家

に
発
表
の
場
を
提
供
し
、
地
域
に
密
着
し
た

芸
術
活
動
を
応
援
す
る
、
か
ん
し
ん
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｙ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「
に
つ
ぼ
ん
の
歌
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ
ｌ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」
と
題
し
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
三
木
麻
差
子
の
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
す
る
．
ゲ
ス
ト
ピ
ア
ノ
に
村
上
敦

子
、
伴
奏
ピ
ア
ノ
に
岡
元
優
子
を
迎
え
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
こ
ど
も
の
た
め
の
８
つ
の

う
た
」
、
歌
劇
「
・
夕
鶴
」
よ
り
他
。

回
問
い
合
わ
せ
は
、
か
ん
し
ん
ウ
イ
ン
デ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
（
壷
０
７
８
．
３
３

３
’
３
８
９
４
）
。

神
戸
っ
子
特
選
〜
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
催
し
情
報
〜

の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
、
秋
の
夜
長
を
優

雅
に
過
ご
し
て
は
い
か
が
？
服
装
は
フ
ォ
ー

マ
ル
着
用
の
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
主
催
の
神

戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
（
己
０
７
８
．
２

４
２
．
５
６
９
０
Ｆ
ａ
ｘ
０
７
８
．
２
２

２
．
５
８
７
５
）
ま
で
。

頭

☆
第
三
回
舞
の
会
ｌ
地
唄
舞
神

崎
流
龍
朋
会

９
月
記
日
（
土
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

午
後
４
時
開
演

入
場
料
５
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

演
目
は
、
▼
地
唄
「
石
橋
」
神
崎
り
う
▼

地
唄
「
影
法
師
」
神
崎
雅
▼
地
唄
「
ゆ
き
」
神

崎
は
る
▼
荻
江
節
「
現
在
道
成
寺
」
神
崎
り
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、
腿
朋
会
会
０
７
８
。

４
１
１
，
４
５
２
８
）
。

☆
素
舌
洞
で
っ
さ
ん
釦
周
年
記
念

「
同
窓
会
の
よ
う
な
も
の
」
を
開
催

拍
月
５
日
（
土
）

ホ
テ
ル
ォ
ー
ク
ラ
神
戸

午
後
７
時
開
演

会
費
１
８
０
０
０
円

震
災
後
、
昨
年
６
月
か
ら
再
開
し
て
い
る

「
で
っ
さ
ん
。
す
ぐ
－
る
」
が
、
こ
の
夏
釦
周

年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
、
校
長
の
外
山
良

平
さ
ん
こ
と
李
良
平
さ
ん
と
教
頭
の
外
山
ト

キ
子
さ
ん
を
囲
ん
で
、
「
同
窓
会
の
よ
う
な
も

の
」
を
催
す
。

外
山
雄
三
さ
ん
の
作
曲
・
演
奏
に
よ
る
帥

周
年
を
祝
う
曲
の
発
表
や
、
ト
部
俊
子
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
盛
り
沢
山
な
企
画
で
、

「
で
っ
さ
ん
の
印
年
」
を
語
り
合
い
、
校
長
・

教
頭
の
別
年
に
わ
た
る
労
を
ね
ぎ
ら
お
う
と

い
う
も
の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、
紫
舌
洞
で
っ
さ
ん
別
間

年
記
念
「
同
窓
会
の
よ
う
な
も
の
」
の
事
務

局
会
０
７
８
．
２
７
１
．
８
０
６
２
）
。
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る
ぼ
・
え
つ
せ
い
神
戸
頭

神
戸
の
文
化
財
は
い
ま
〈
そ
の
一
○
〉

井
上
和
彦
〈
神
戸
新
聞
記
者
撮
影
／
米
田
英
男

風
が
街
を
形
づ
く
っ
た

風
を
文
化
財
と
す
る
に
は
か
な
り
な
無
理
が
あ
ろ
う
。
だ
が
、

神
戸
を
吹
き
抜
け
る
風
に
一
定
の
規
則
性
や
他
都
市
に
み
ら
れ

な
い
特
徴
が
あ
っ
て
、
人
々
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る

と
す
れ
ば
、
自
然
現
象
も
広
義
の
文
化
財
と
い
え
な
く
も
な
い
。

八
月
十
四
日
、
台
風
担
号
は
兵
庫
県
北
部
を
西
か
ら
東
へ
か

す
め
、
神
戸
は
最
大
瞬
間
風
速
三
二
・
一
街
の
強
い
南
寄
り
の

風
に
見
舞
わ
れ
た
。
た
ま
た
ま
神
戸
市
中
央
区
の
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
に
完
成
し
て
間
も
な
い
十
八
階
建
て
「
神
戸
情
報
文
化
ビ

ル
」
の
十
三
階
に
居
た
の
だ
が
、
風
圧
で
ビ
ル
が
ぐ
ら
つ
き
、

兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
大
震
災
）
の
余
震
で
は
な
い
か
と
驚

く
ほ
ど
だ
っ
た
。
ビ
ル
自
体
、
建
設
中
に
震
災
に
あ
い
、
そ
れ

を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
耐
震
設
計
と
な
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
風
圧
に
も
耐
え
う
る
購
造
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
神
戸
を
代
表
す
る
文
化
と
し
て
の
、
こ
の
ビ
ル
建
築
に

も
風
を
含
む
自
然
の
営
み
は
き
っ
ち
り
組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ

け
だ
。い

っ
た
い
神
戸
に
吹
く
風
は
ど
ん
な
特
徴
を
持
つ
の
だ
ろ
う

か
。
中
央
区
中
山
手
迦
七
、
神
戸
海
洋
気
象
台
内
に
あ
る
日
本

気
象
協
会
神
戸
支
部
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に
は
風
に
関
す
る
記
録

が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。
気
象
予
報
士
で
も
あ
る
支
部

長
の
佐
藤
英
雄
さ
ん
は
即
座
に
「
風
に
束
、
西
、
南
、
北
の
四

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
六
甲
山
が
扉
風
や
衝
立
の
役
割
を
果
た
し
て
神
戸
の

風
に
一
定
の
規
則
性
を
持
た
せ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
」

中山手にある神戸海洋気象台は、海洋気象台としては日本最古のもの。測風塔は震災で被害を受けて、取り壊された
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９２
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和田岬沖の第１防波堤。南風「まぜ」から神戸を守る

帆船は風なくしては走れない

鰯鍵熱り

や
と
い
》
フ
。

佐
藤
さ
ん
の
話
に
沿
っ
て
、
ま
ず
は
東
風
か
ら
説
明
し
て
み

よ
う
。
正
確
に
は
東
寄
り
の
風
だ
が
、
神
戸
は
こ
の
風
が
吹
く

時
、
市
街
地
あ
た
り
は
非
常
に
強
く
な
る
く
せ
を
持
つ
。
気
圧

配
置
と
し
て
は
三
陸
や
北
海
道
沖
に
高
気
圧
が
あ
っ
て
、
東
シ

ナ
海
か
ら
南
西
諸
島
に
か
け
て
発
達
中
の
低
気
圧
が
東
進
し
て

い
る
春
や
秋
に
多
い
。
こ
の
時
、
伊
勢
湾
付
近
に
吹
き
付
け
た

強
い
南
東
の
風
は
、
陸
地
の
低
い
所
を
選
ん
で
通
り
抜
け
て
ゆ

く
。
関
が
原
ｌ
琵
琶
湖
ｌ
淀
川
沿
い
の
ラ
イ
ン
だ
。
そ
し
て
大

阪
湾
へ
広
が
り
な
が
ら
吹
き
抜
け
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
六
甲

山
が
一
種
の
壁
と
な
っ
て
神
戸
の
市
街
地
で
は
風
が
収
束
、
非

常
に
強
く
な
る
と
い
う
も
の
だ
。
同
気
象
台
の
観
測
船
「
春
風

丸
」
に
よ
る
一
九
九
六
年
五
月
の
調
査
で
は
、
海
洋
気
象
台
を

一
の
強
さ
で
吹
い
た
東
風
は
、
神
戸
港
で
一
・
一
、
大
阪
湾
央

で
は
○
・
六
に
弱
ま
っ
て
い
る
。

次
は
西
寄
り
の
風
。
こ
の
風
も
典
型
的
な
六
甲
山
の
影
響
が

み
ら
れ
る
。
西
高
東
低
の
冬
型
気
圧
配
置
の
時
に
多
い
。
気
象

協
会
神
戸
支
部
で
観
測
し
た
八
七
年
一
月
一
三
日
の
西
風
の
強

さ
の
記
録
は
、
垂
水
一
一
・
六
鯨
▽
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
一

○
・
六
海
▽
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
九
・
○
海
▽
気
象
台
六
・
九
鯨

▽
大
阪
港
八
・
九
海
▽
関
西
新
空
港
一
四
・
七
海
ｌ
と
な
っ
て

い
る
。
東
北
東
か
ら
西
南
西
の
方
向
に
な
だ
ら
か
に
横
た
わ
る

六
甲
山
系
が
、
扉
風
の
よ
う
に
西
風
を
遮
り
、
神
戸
の
市
街
地

で
は
強
い
西
の
吹
き
出
し
も
弱
め
ら
れ
る
。
強
弱
の
境
は
和
田

岬
あ
た
り
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
古
来
か
ら
「
西
風
に
強
い
港
」

と
し
て
発
展
し
て
き
た
兵
庫
津
の
存
在
理
由
で
あ
る
。
風
は
文

化
、
の
ひ
と
つ
の
証
明
に
も
な
ろ
う
か
。

◆

神
戸
に
吹
き
付
け
る
南
風
は
「
ま
ぜ
」
と
も
呼
ば
れ
、
恐
れ

ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
台
風
通
過
に
伴
う
も
の
だ
か
ら
だ
。

「
気
象
暦
但
を
ひ
も
と
く
と
、
神
戸
の
日
最
大
瞬
間
風
速
の
一
位

は
一
九
六
五
年
九
月
一
○
日
の
台
風
認
号
通
過
時
に
出
た
四

八
・
五
鯨
、
二
位
は
五
○
年
九
月
一
一
一
日
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
四

七
・
六
海
、
三
位
は
六
三
年
九
月
二
五
日
の
台
風
加
号
の
四

一
・
三
海
ｌ
と
い
ず
れ
も
台
風
が
ら
み
。
風
向
は
、
二
位
の
ジ

ー
卵
Ｉ
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須磨ヨットハーバー

可= 釣邑＝

風を受けて走るヨット。神戸は山と海、そして風の恩恵を受けている

４
１
９
１

エ
ー
ン
台
風
が
北
東
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
は
南
南
市
Ｔ
Ｌ
閑
南

西
で
、
風
を
遮
る
六
甲
山
と
い
え
ど
も
、
紀
伊
水
道
か
ら
吹
き

上
げ
て
く
る
、
暖
か
く
湿
っ
て
重
い
南
風
の
直
撃
に
は
お
手
上

げ
と
い
え
る
。
神
戸
港
の
防
波
堤
が
ほ
ぼ
東
西
に
長
く
、
し
か

も
水
面
か
ら
高
い
の
は
こ
の
強
烈
な
南
風
に
よ
る
影
響
を
十
分

に
計
算
し
た
う
え
で
の
こ
と
だ
ろ
う
。

最
後
は
北
風
。
強
い
北
寄
り
の
風
は
、
神
戸
っ
子
か
ら
親
し

み
と
畏
敬
の
念
を
込
め
て
、
「
六
甲
お
ろ
し
」
と
呼
ば
れ
る
。

神
出
鬼
没
の
不
思
議
な
風
。
と
い
う
の
も
、
気
象
台
で
観
測
網

に
引
っ
掛
か
り
、
秒
速
一
五
蔵
以
上
詳
一
記
録
し
た
と
し
て
も
、

同
じ
時
刻
に
灘
区
内
で
も
同
じ
強
さ
の
風
が
吹
く
か
と
い
え

ば
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
局
地
的
な
突
風
を
伴
う
。
気
象
台
の

観
測
で
は
、
夕
方
か
ら
夜
十
時
ぐ
ら
い
の
間
に
強
さ
の
ピ
ー
ク

が
で
る
。
季
節
は
一
月
か
ら
三
月
と
八
月
か
ら
十
一
月
に
冬
一
い
。

気
圧
配
置
と
し
て
は
、
低
気
圧
が
南
岸
を
東
へ
移
動
し
関
東
沖

に
遠
去
か
ろ
う
と
す
る
一
方
で
、
大
陸
の
高
気
圧
が
日
本
列
島

に
張
り
出
し
始
め
る
時
に
起
き
や
す
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、

六
甲
山
地
の
北
側
に
は
冷
た
い
空
気
が
押
し
寄
せ
て
く
る
が
、

日
差
し
の
強
い
日
中
は
海
風
が
発
達
す
る
た
め
、
北
風
の
吹
き

下
ろ
し
は
弱
め
ら
れ
る
、
夕
方
か
ら
夜
に
な
る
と
、
そ
の
束
縛

か
ら
解
放
さ
れ
る
か
ら
、
冷
た
い
気
団
は
突
風
と
な
っ
て
六
甲

山
の
谷
間
に
沿
っ
て
ど
っ
と
流
れ
だ
す
。
こ
れ
が
六
甲
お
ろ
し

の
正
体
だ
。

◆

六
甲
お
ろ
し
に
は
苦
い
思
い
出
が
あ
る
。
か
つ
て
大
阪
湾
は

巨
大
な
火
山
性
の
カ
ル
デ
ラ
で
は
な
い
か
、
と
の
突
飛
な
考
え

を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
地
図
を
広
げ
て
六
甲
山
系
か
ら
大
阪

の
生
駒
、
金
剛
山
地
、
さ
ら
に
紀
淡
海
峡
に
浮
か
ぶ
小
島
を
経

て
、
淡
路
島
の
山
系
を
ぐ
る
り
見
回
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
山
々
は

外
輪
山
に
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
戸
大
理
学
部
地
球
（
惑
星
）

科
学
教
室
で
こ
の
仮
説
を
冗
談
混
じ
り
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
証
明
し
ま
し
ょ
う
。
協
力
し
ま
す
よ
」
と
専
門
家
か
ら
快
諾

を
得
、
実
験
観
測
隊
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
三
年
六
月
だ
っ
た
。
伊
勢
崎
修
弘
助
教
授
（
当
時
）
、

井
口
博
夫
助
手
（
同
）
に
院
生
一
人
と
ヨ
ッ
ト
仲
間
を
加
え
て
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総
勢
五
人
、
小
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
地
磁
気
測
定
装
置
を
積
み
込

ん
で
、
好
天
の
朝
早
く
須
磨
港
を
出
航
、
大
阪
湾
内
を
ぐ
る
り

と
観
測
航
海
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ヨ
ッ
ト
は
鉄
鋼
船
と
遮

っ
て
、
磁
気
観
測
に
好
都
合
だ
し
、
当
時
、
大
阪
湾
は
地
磁
気

デ
ー
タ
の
空
白
域
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
も
し
火
山
が
隠
れ
て

い
る
と
し
た
ら
地
磁
気
に
鮮
や
か
な
異
常
が
現
れ
る
。
期
待
を

込
め
た
航
海
だ
っ
た
。

と
っ
ぷ
り
馨
れ
た
こ
ろ
よ
う
や
く
、
ヨ
ッ
ト
は
神
戸
沖
に
た

ど
り
着
い
た
。
心
地
よ
い
陸
風
を
横
か
ら
受
け
て
須
磨
に
向
け

て
快
走
中
だ
っ
た
が
、
突
然
、
六
甲
お
ろ
し
に
叩
か
れ
た
の
で

あ
る
。
艇
は
横
倒
し
に
な
り
、
キ
ャ
ビ
ン
内
で
観
測
機
器
ご
と

ほ
ぼ
全
員
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
け
が
や
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
つ
ま
ら
な
い
興
味
か
ら
他
人
に
恐
ろ
し
い
思
い
を

さ
せ
た
こ
と
を
悔
や
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
航
海
の
約

一
か
月
後
に
で
た
観
測
結
果
は
「
地
磁
気
に
何
ら
異
常
な
し
」
。

仮
説
の
稚
拙
さ
だ
け
が
証
明
さ
れ
る
と
い
う
恥
ず
か
し
い
思
い

も
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
悪
い
こ
と
に
は
、
地
磁
気
の
異
常
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
大
阪
湾
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
山
々
は
安
定
し
て
い
る
、

と
勝
手
な
素
人
解
釈
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
苦
い
思
い
出

の
航
海
か
ら
十
二
年
後
、
ま
さ
か
の
地
震
が
起
き
た
。
震
源
は

淡
路
島
で
、
神
戸
市
内
や
大
阪
湾
内
で
も
大
地
に
亀
裂
が
走
っ

た
と
は
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
震
災
時
、
神
戸
に
吹
い
た
風
は
や
さ
し
か
っ
た
。
天
の

恵
み
と
い
う
か
、
六
甲
お
ろ
し
は
吹
か
な
か
っ
た
。
一
月
十
七

日
と
い
え
ば
、
北
西
風
が
吹
き
募
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
時
期

だ
。
そ
れ
な
の
に
、
神
戸
海
洋
気
象
台
に
残
る
当
日
の
風
の
記

録
は
午
前
六
時
の
観
測
で
北
西
の
風
四
・
六
蔵
と
い
う
の
が
最

大
、
ま
ず
無
風
と
い
っ
て
い
い
。
地
震
直
後
に
市
内
各
地
で
発

生
し
た
火
災
が
、
も
し
六
甲
お
ろ
し
に
叩
か
れ
て
い
た
ら
…
。

神
戸
に
吹
く
風
を
概
観
す
る
と
、
風
を
含
め
自
然
は
い
つ
も

気
ま
ま
に
人
々
に
味
方
し
た
り
敵
対
し
た
り
し
た
か
が
わ
か
っ

て
く
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
震
災
復
興
文
化
の
華
を
開
か
そ
う
と

す
る
と
き
、
神
戸
に
心
地
よ
い
薫
風
が
吹
き
続
け
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

５
１
９
１

暢

皇Ｉ

震災時､ 神戸に吹いた風はやさしかった。
ポートタワーから六甲山をのぞむ

篭
”γ¥

：息

J R 神戸駅北側にある風のモニュメント
新宮晋「海からのたより」
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場
卸
昂
矧
而
β
ク
ニ／

Ｚ

☆

サ
キ
の
結
婚
式
の
日
か
ら
二
か
月
が
過
ぎ
た
。
だ
け
ど
サ
キ
は

長
い
新
婚
旅
行
か
ら
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

た
ま
ら
な
く
な
っ
て
ジ
ン
は
レ
イ
コ
に
た
ず
ね
た
。
レ
ィ
コ

は
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
た
。
「
ま
だ
、
サ
キ
の
こ
と
考
え
て
る

の
？
彼
女
な
ら
イ
タ
リ
ア
に
永
住
す
る
の
よ
・
向
こ
う
で
陶
器
の

勉
強
を
す
る
ん
だ
っ
て
」

「
ほ
ん
と
に
？
」

「
そ
う
。
前
か
ら
や
り
た
い
っ
て
言
っ
て
た
で
し
よ
。
あ
な
た
に

も
よ
ろ
し
く
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
わ
よ
・
素
晴
ら
し
い
脚
本
楽
し

み
に
し
て
る
っ
て
」

「
嘘
だ
ろ
」

「
何
が
？
」

「
イ
タ
リ
ア
」

「
私
が
勧
め
た
の
」

「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
勧
め
た
ん
だ
よ
」

ジ
ン
は
レ
イ
コ
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
襟
元
を
つ
か
ん
だ
。

「
だ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と
あ
な
た
だ
っ
て
駄
目
に
な
っ
ち
ゃ
う

も
の
」「

ほ
っ
と
い
て
欲
し
い
ん
だ
よ
。
う
る
さ
い
ん
だ
よ
」
ジ
ン
は

怒
り
に
燃
え
た
目
で
レ
イ
コ
を
晩
み
つ
け
た
。

そ
の
目
を
見
返
し
て
レ
イ
コ
は
言
っ
た
。
「
私
の
こ
と
憎
ん
で

る
の
？
…
・
サ
キ
に
あ
の
人
と
結
婚
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
も
私

よ
・
こ
の
私
よ
」

涙
声
で
レ
イ
コ
が
言
っ
た
。
ジ
ン
は
レ
イ
コ
の
襟
元
か
ら
手
を

離
す
と
テ
ー
ブ
ル
に
腰
掛
け
た
。

「
だ
っ
て
、
サ
キ
は
す
ご
く
気
に
し
て
た
の
よ
。
あ
な
た
が
普
通

の
暮
ら
し
に
入
っ
て
い
く
の
が
つ
ら
い
っ
て
。
私
に
良
い
服
を
着

せ
る
た
め
に
、
り
っ
ぱ
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
ろ
う
っ
て
無
理
し

て
る
っ
て
。
サ
キ
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
あ
な
た
に
惚
れ
た
ん
じ
ゃ

な
い
の
よ
・
り
っ
ぱ
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る
こ
と
な
ん
て
望
ん

で
い
な
か
っ
の
よ
」

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
．
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
生
き
て
い
け

鱗

１
９６

１

形
奏
琴
…

譲

"

；
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る
ほ
ど
、
世
の
中
甘
く
は
な
い
さ
。
金
が
い
る
の
さ
・
精
神
だ
け

じ
ゃ
暮
ら
し
て
い
け
な
い
。
あ
ん
た
み
た
い
な
、
お
嬢
さ
ん
に
は

わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
」

「
お
金
の
問
題
じ
ゃ
な
い
の
に
」

「
あ
ん
た
が
貧
乏
に
な
っ
て
か
ら
聞
く
こ
と
に
す
る
よ
」

レ
ィ
コ
は
ジ
ン
に
ち
か
づ
く
と
、
頬
を
激
し
く
打
っ
た
。

「
意
気
地
な
し
！
」
と
レ
イ
コ
は
叫
ん
だ
。
「
サ
キ
は
今
で
も
あ

な
た
の
こ
と
を
愛
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
自
惚
れ
な
い

で
ね
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
の
よ
・
ほ
ん
の
一
部

分
。
そ
れ
も
も
う
あ
な
た
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
・
…
あ
な
た

の
．
・
・
・
な
の
に
私
と
き
た
ら
」

レ
ィ
コ
は
涙
声
で
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
ジ
ン
は

レ
ィ
コ
の
こ
と
を
心
底
い
い
人
だ
と
思
っ
た
。
こ
の
人
を
愛
せ
た

ら
と
も
思
っ
た
。
で
も
、
愛
情
と
い
う
も
の
は
涌
い
て
こ
な
か
っ

た
。
彼
女
が
自
分
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は

痛
い
ほ
ど
わ
か
っ
た
。
だ
け
ど
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題
だ
っ

た
。

窓
の
外
で
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
が
告
げ
た
本
物
の
春
が
や
っ
て
き

て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
掃
除
を
し
な
い
せ
い
で
、
燦
と
塵
に
ま
み
れ

た
部
屋
の
中
に
も
、
春
の
日
差
し
が
差
し
込
ん
で
い
る
。
汚
い
か

ら
と
い
っ
て
避
け
て
と
お
っ
た
り
し
な
い
。

だ
け
ど
、
ジ
ン
の
頭
の
中
で
は
、
季
節
も
、
月
も
、
曜
日
も
、

何
も
か
も
が
も
う
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
久
し
振
り
に
レ
イ
コ
が
や
っ
て
き
た
。
彼
女

は
ド
ア
の
向
こ
う
に
立
っ
て
い
る
ジ
ン
を
見
て
、
ほ
と
ん
ど
悲
鳴

を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
。
「
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

死
ん
じ
ゃ
う
わ
よ
」

ま
る
で
ミ
イ
ラ
じ
ゃ
な
い
と
い
う
言
葉
を
飲
み
込
ん
で
レ
イ
コ

は
言
っ
た
。

「
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
。
こ
れ
で
な
か
な
か
居
心
地
が
い
い
ん

だ
。
気
持
ち
良
く
暮
ら
し
て
る
よ
」

「
で
も
、
顔
色
が
悪
い
わ
よ
・
そ
れ
に
、
ち
ょ
っ
と
痩
せ
す
ぎ
よ
」

「
体
調
は
最
高
だ
」

「
嘘
ば
っ
か
り
。
も
っ
と
食
べ
な
き
ゃ
」

「
そ
う
か
な
。
で
も
食
べ
た
く
な
い
ん
だ
。
体
も
う
け
つ
け
て
く

れ
な
い
し
」

レ
ィ
コ
は
知
り
合
い
の
医
者
に
そ
の
場
で
電
話
を
か
け
た
。
駆

け
つ
け
て
来
た
医
者
は
ジ
ン
を
見
る
と
顔
を
し
か
め
た
。

「
極
度
の
栄
養
失
調
だ
な
。
ひ
ど
い
よ
こ
れ
は
。
す
ぐ
に
入
院
さ

せ
な
き
ゃ
」
と
医
者
は
小
声
で
レ
イ
コ
に
言
っ
た
。
だ
が
、
ジ
ン

は
こ
の
部
屋
を
出
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
「
こ
の
部
屋
を
出
て
い
く

と
、
サ
キ
が
帰
っ
て
き
た
時
に
迷
っ
て
し
ま
う
ん
だ
」
と
繰
り
返

し
た
。
ベ
ッ
ド
か
ら
ジ
ン
を
立
た
せ
よ
う
と
す
る
医
者
に
「
出
て

い
け
、
こ
の
ク
ソ
野
郎
！
」
と
悪
態
を
つ
い
た
。

「
大
丈
夫
だ
ろ
、
こ
れ
ほ
ど
元
気
な
ら
。
す
ぐ
に
っ
て
こ
と
は
な

い
さ
」そ

う
言
っ
て
医
者
は
山
盛
り
の
薬
を
置
い
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
日
の
夜
、
レ
イ
コ
は
ジ
ン
の
そ
ば
を
離
れ
な
か
っ
た
。
離

れ
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
ジ
ン
は
眠
り
病
患
者
の
よ
う
に
ず

１
９７

１

そ
の
日
か
ら
、
レ
イ
コ
は
や
っ
て
来
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

な
ら
、
ジ
ン
が
来
る
な
！
と
怒
鳴
り
つ
け
て
も
、
一
週
間
に
一
度

は
必
ず
や
っ
て
来
た
の
に
。

タ
ヶ
シ
と
も
音
信
不
通
。
電
話
を
し
て
も
、
居
留
守
を
使
っ
て

る
ら
し
く
出
よ
う
と
し
な
い
。
し
か
た
が
な
い
の
だ
ろ
う
。
普
通

の
暮
ら
し
を
続
け
て
る
こ
と
が
、
友
人
と
し
て
最
低
の
条
件
な
の

だ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
も
見
な
い
。
ラ
ジ
オ
も
聴
か
な
い
。
新
聞
も
見
な
い
。

朝
か
ら
一
人
の
人
間
に
も
会
わ
ず
、
一
言
も
言
葉
を
発
つ
し
な
い
。

部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
そ
ん
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
と
、
自
分

が
徐
々
に
化
石
じ
み
て
い
く
の
を
ジ
ン
は
感
じ
た
。

食
物
を
少
し
し
か
と
ら
な
い
せ
い
か
、
胃
が
縮
ん
で
い
る
ら
し

い
。
そ
の
せ
い
で
痛
み
が
あ
る
。
胃
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
脳
み
そ
も

縮
ん
で
い
っ
て
る
よ
う
だ
。
こ
の
ま
ま
徐
々
に
衰
弱
し
て
：
．
．
や

が
て
・
：
．
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つ
と
眠
り
続
け
て
い
た
。
時
々
、
サ
キ
、
サ
キ
、
と
う
わ
ご
と
を

言
っ
た
。

次
ぎ
の
日
も
そ
の
次
ぎ
の
日
も
同
じ
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。

レ
イ
コ
は
ず
っ
と
そ
ば
に
い
た
。
医
者
は
「
生
き
ょ
う
っ
て
い
う

気
力
が
な
い
ん
だ
よ
、
こ
の
患
者
に
は
。
緩
慢
な
る
自
殺
だ
な
、

こ
れ
じ
ゃ
。
こ
い
つ
は
精
神
科
の
領
域
か
も
し
れ
な
い
」
と
レ
ィ

コ
に
言
っ
た
。

レ
イ
コ
が
「
大
丈
夫
？
」
と
問
い
掛
け
て
も
、
ジ
ン
は
虚
ろ
な

ま
な
ざ
し
を
向
け
る
だ
け
。
そ
の
く
せ
サ
キ
の
名
を
出
す
と
、
ジ

ン
の
目
に
一
瞬
輝
き
が
戻
っ
た
。
そ
し
て
「
何
か
言
っ
て
よ
こ
し

た
か
い
」
と
ジ
ン
は
確
か
な
声
で
言
っ
た
。

「
い
い
え
。
。
・
・
・
で
も
そ
の
う
ち
に
き
っ
と
」

「
や
さ
し
い
人
だ
な
、
君
は
。
サ
キ
が
君
ほ
ど
優
し
け
れ
ば
い
い

の
に
」レ

イ
コ
は
黙
っ
て
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

そ
ん
な
あ
る
日
「
読
ん
で
ほ
し
い
詩
が
あ
る
ん
だ
。
い
い
か
な
」

と
、
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
て
ジ
ン
が
言
っ
た
。

「
え
え
」
と
レ
ィ
コ
は
答
え
た
。

ジ
ン
は
ベ
ッ
ド
の
下
か
ら
原
稿
を
取
り
出
し
て
レ
ィ
コ
に
渡
し

た
。

レ
イ
コ
は
黄
色
く
変
色
し
た
そ
れ
を
、
静
か
に
読
み
始
め
た
。

そ
こ
ま
で
く
る
と
「
君
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
よ
」
と
ジ
ン
は
言
っ
た
。
感
謝
な
ん
か
い
ら
な
い
。
そ
れ
よ

り
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
い
い
か
ら
愛
し
て
く
れ
た
ら
：
．
…
と
レ

イ
コ
は
思
っ
た
。

夕
暮
れ

植
物
園
の
積
柳
の
木
の
下
に
い
る
の
は

私
だ
ろ
う
か

あ
な
た
だ
ろ
う
か

１
９８

１
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そ
の
時
、
レ
イ
コ
の
目
に
憎
し
み
が
こ
も
っ
た
。
彼
女
は
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ン
の
枕
も
と
に
近
付
い
た
。

「
お
願
い
、
静
か
に
し
て
ｌ
」

誰
に
だ
っ
て
人
を
殺
し
た
い
と
思
う
時
が
あ
る
。
と
ジ
ン
は
思

っ
た
。
そ
し
て
人
に
殺
さ
れ
た
い
と
思
う
時
も
：
：
そ
う
思
い
な

が
ら
ジ
ン
は
最
後
の
一
節
を
声
に
だ
し
た
。

蒸
さ
れ
る
よ
う
な
空
気
に
つ
つ
ま
れ
て
、

好
き
よ
と
い
え
ば

や
さ
し
い
影
は
消
え
る
か
も
し
れ
な
い

身
体
を
寄
せ
る

身
体
を
す
り
寄
せ
る

疲
れ
て
い
る
夜
も

知
ら
な
い

無
花
果
の
薄
い
皮
を
剥
い
て

柔
ら
か
い

桃
色
の
空
間
を
食
べ
る

あ
な
た
は
犬
で
す

長
い
舌
の

ザ
ラ
リ
と
し
た
感
触
、
と
ジ
ン
が
続
け
た
。 と

レ
イ
コ
は
続
け
た
。

１
９９

１

「
僕
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
サ
キ
で
は
な
く
て
、
サ
キ
の
こ
の
詩

に
惚
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
実
の
サ
キ
な
ど
幻
想
に
過
ぎ
ず
、

こ
の
詩
が
本
物
の
」

「
も
う
読
み
た
く
な
い
わ
」

「
駄
目
だ
」

「
も
う
い
や
！
」
と
レ
イ
コ
は
叫
ん
だ
。
「
ど
う
し
て
私
に
読
ま

せ
た
り
す
る
の
。
残
酷
よ
、
あ
な
た
は
」

「
お
願
い
だ
か
ら
」

痩
せ
こ
け
た
ジ
ン
の
顔
。
そ
の
奥
の
眼
が
そ
れ
だ
け
が
別
の
生

き
物
の
よ
う
に
レ
イ
コ
を
見
詰
め
て
い
た
。
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些
細
邦
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1０１

コウベ・ファッション・ソサエティ

｢ トレンド、カルチャープラクティス」( 実践と研鎖) を。

②新会長ごあいさつ
石原暁美

1 9 7 4 年神戸ファッション市民大学
の第一期卒業生によって発足した神
戸ファッションソサエティも2 3 周年
目を迎え、衣食‘住遊のあらゆる生活
文化に関連する会員達がそれぞれに
ファッションリーダーとしての自負
と気概をもって活動を続けてきまし
た。当初の「神戸をファッション都
市に」という目的は達成され「おし
ゃれの街神戸」は全国に定着しまし
た。突然の大震災により神戸は大打
撃を受け、会員もその例外ではあり

ませんでしたが、２０年余培ってきた
文化意識や会員相互の親睦を力に、
厳しい現実の中、新しい出発をはじ
めています。ＫＥＳ､ の組織も歴代会長
や新旧会員の提言のもとに、４人の
副会長と部会性システムをとり、会
員全員が何らかの形で会の運営に参
画するという方式でスタートしまし
た。この期に７代会長に推挙され、
非力の身にあまる重責に身も細る思
いでありますが、誠心誠意頑張りま
す。
「トレンド、カルチャー、プラクティ
ス（実践) 」の研鏑のＫＦ. S , の理念の
もと独自性をもった活動をしてゆき
たいと思います。何卒皆様のご支援
をお願い申し上げます。

■９月マンスリーのご案内
｢ ４部会総会トーク」（仮題）
日時：９月2 0 日（金）ＰＭ６：３０～
場所：勤労会館3 0 7 号室

画平成8 年度理事
会長石原
副会長中村

西降
木庭
村岡

監査柿本
米田

理事（渉外）大内
（総務部会）加納

松田
広報部会小泉

米田
兼古

事業部会若林
斎藤

マンスリー部会ｍ中
藤井
山下

陸美
妙子（総務部会）
幹男（広報部会）
畷知（事業部会）
韮(ﾏﾝｽﾘｰ部会）

雅司
博司
信行
勝
良子
美喜子
定職
啓嗣
雄三
統子
訓司
美知子
みか子
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